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-、、

春

---の
陸

奥

湾

戸町、

戸画、、

胸骨コーセイ印刷

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
秋
山
前
所
長
が
水
産
試
験

場
長
と
し
て
転
出
さ
れ
、
そ
の
後
宇
佐
引
継

ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
私
に
と
っ
て
六
年
ぶ

り
一
一
度
目
の
勤
務
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
聞
に
、
当
時
百
億
円
産
業
を

目
指
し
て
い
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁
業
は
、
昭

和
五
八
年
に
目
擦
を
達
成
し
、
昨
年
は
史

上
最
高
の
百
五
十
六
億
円
に
も
達
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
栽
矯
漁
業
の
対
象
と
し
て
、
種

苗
量
産
試
験
や
放
流
技
師
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
た
ヒ
ラ
メ
は
、
昨
年

「
県
の
魚
」

に
指
定
さ
れ
、
そ
の
栽
箔
漁
業
佑
に
向
け

て
の
施
設
作
り
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
サ
ケ
稚
魚
の
海
中
飼
育
放
流
も

十
数
ケ
所
で
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
栽
倍
漁

業
は
着
実
に
前
進
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま

し
た
。

乙
れ
ま
で
多
く
の
人
々
の
努
力
に
よ
っ

て
築
き
あ
げ
ら
れ
た
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業

を
筆
頭
と
す
る
栽
培
漁
業
の
成
果
を
思
う

と
き
、
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

所
長

高

橋
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今
年
の
日
米

・
日
ソ
の
漁
業
交
渉
を
み

す
と
、
乙
れ
ま
で
例
の
な
い
ほ
ど
厳
し
い

経
過
を
た
ど
っ
て
お
り
、
水
産
物
は
獲
る

も
の
か
ら
買
う
も
の
と
い
っ
た
方
向
に
軌

道
修
正
を
強
い
ら
れ
て
い
る
情
勢
に
あ
っ

て
、
今
後
は
一
一
百
カ
イ
リ
水
域
内
で
の
造

り
育
て
る
漁
業
へ
の
依
存
度
が
よ
り

一一
層

高
ま
り
、
漁
業
者
か
ら
の
要
請
も
増
大
す

る
も
の
と
考
え
て
ま
す
。

ま
た
、

当
所
の
業
務
も
、
時
の
流
れ
で

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
研
究
や
放
射

能
影
響
評
価
調
査
な
ど
の
よ
う
に
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
当
所
は
回
和
四
十

=
一
年
関
所
以
来
す
で
に
二
十
年
を
経
過
し
、

狭
臨
佑
、
老
朽
化
が
進
ん
で
、
各
種
の
種

苗
生
産
研
究
、
パ
イ
オ
テ
ク
研
究
な
ど
に

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
と
れ
な
い
な
ど
、
早

急
に
施
設
の
整
備
が
必
要
な
時
聞
に
き
て

い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
乙
れ
ら
の
諜
題
解
決
に
向

け
て
努
力
す
る
所
存
で
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
と
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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昭
和
六
十
三
年
度

同~民~民主b出~民~民~出~民~同~民;;D回~民~回~ 2 

合
《宮》

キヰ

義
孝

部
長

定
期
人
事
異
動
で
部
の
陣
容
が
変
り
ま

し
た
。
木
村
主
任
研
究
員
が
所
内
異
動
で

海
車
部
へ
転
出
し
ま
し
た
。
替
り
に
ニ
ュ
ー

フ
ェ
イ
ス
の
中
村
錆
人
技
師
が
東
京
都
庁

農
林
部
水
産
課
か
ら
新
た
に
加
わ
り
ま
し

た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
定
成
長
期
に
入
っ
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
漁

業
に
は
漁
場
環
境
の
保
全
、
養
殖
管
理
に

役
立
つ
海
況
情
報
の
提
供
が
ま
す
ま
す
大

切
な
仕
事
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

海

況

部

門

O
陸
奥
湾
海
況
自
動
観
測

。
補
完
調
査

O
陸
奥
湾
海
況
予
報
研
究
(
林
部
長
外
)

O
浅
海
定
線
観
測

海
況
自
動
観
測
装
置
(
ブ
イ
シ
ス
テ
ム
)

の
運
用
に
よ
り
得
ら
れ
る
水
温
塩
分
等
の
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事
業
計
画
と
分
担

海
況
デ
1
タ
と
調
査
船
な
つ
ど
ま
り
(
浜
田

勝
雄
船
長
)
に
よ
る
海
洋
観
測
に
よ
り
得
ら

れ
た
観
測
資
粉
を
整
理
、
解
析
し
関
係
者
が

利
用
し
や
す
い
情
報
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

又
陸
奥
湾
の
海
況
予
報
に
つ
い
て
も
研
究

を
続
け
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
増
養
殖
に
役
立
つ
情

報
の
提
供
に
努
め
た
い
六
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
湾
谷
主
任
研
究
員
を
中
心
に
事
業
を

進
め
ま
す
。
漁
場
環
境
部
門

O
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
育
環
境
調
査

O
海
産
生
物
放
射
能
影
響
評
価
調
査

ホ
タ
テ
ガ
イ
等
の
水
産
生
物
が
生
育
し

て
い
る
漁
場
環
境
(
水
質

・
低
質

・
餌
制

等
)
の
基
礎
的
な
観
測
調
査
を
行
い
、
漁

場
管
理
の
指
針
を
提
供
し
ま
す
。

海
産
生
物
放
射
能
影
響
評
価
調
査
も
2

年
目
、
そ
の
困
難
さ
も
佳
境
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
各
部
等
関
係
者
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
谷
総
括
主
任
研
究
員
を
中
心
に
事
業

を
進
め
ま
す
。

員

毒

部

門

O
貝
毒
安
全
対
策
事
業
(
山
中
技
師
)

O
赤
潮
、
特
殊
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
予
祭
事

.-， 

，-、

業
(
中
村
技
師
)

O
生
鮮
貝
類
有
効
利
用
技
術
開
発
研
究

本
県
産
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
毒
佑
現
象
に
つ

い
て
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
貝
毒
に

よ
る
食
中
毒
事
故
の
発
生
を
防
ぎ
、
ホ
タ

テ
ガ
イ
の
安
定
出
荷
の
た
め
の
基
礎
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

又
、
毒
伯

・
解
毒
に
関
す
る
機
繕
、
毒

の
代
謝
に
関
す
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
理
等

基
礎
的
な
試
験
を
行
い
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
毒

他
の
予
知
手
法
の
開
発

・
毒
伯
ホ
タ
テ

ガ
イ
の
解
毒
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
む
す
び

つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
井
技
師
を
中
心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

部
長

青
山

禎
夫

定
期
人
事
異
動
で
陣
容
が
変
わ
り
ま
し

た
。
対
馬
技
師
が
漁
業
振
興
課
へ
転
出
し、

む
つ
地
万
水
産
業
改
良
普
及
所
か
ら
佐
藤

技
師
が
転
入
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
ホ
タ
テ
ガ

イ
生
産
は
、
数
量
、
金
額
と
も
史
上
鼠
高

を
記
録
し
ま
し
た
。
即
ち
、
数
量
で
は
六

万
七
千
ト
ン
、
金
額
で
は
一
五
六
億
円

(
漁
連
統
計
)
で
す
。

こ
の
事
実
は
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
産
業
が

一

段
と
発
展
を
隊
げ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
ま

す
。し

か
し
、
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い

側
面
も
見
ら
れ
ま
す
。

毎
年
お
ζ
な
っ
て
い
る
陸
奥
湾
内
の
養

殖
実
態
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
ホ
タ
テ
ガ

イ
が
小
型
、
軽
量
他
し
て
い
る

・
貝
の
成

長
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
象

で
す
。この
主
な
原
因
は
、
増
養
殖
数
量
が
過

大
と
な
っ
て
る
乙
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

陸
奥
湾
の
環
境
収
容
室
と
の
関
係
で
大
い

に
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
外
海
域
の
現
状
を
み
ま
す
と
、

種
苗
放
流
に
よ
る
生
産
が
成
果
を
あ
げ
て

い
る
海
域
、
放
流
が
、
ま
だ
、

事
業
成
果

ま
で
達
し
て
い
な
い
海
域
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
と
し
て
は
、
依
然
と
し
て
放
流
種
苗

の
確
保
が
陸
奥
湾
依
存
俸
質
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
放
流
種
苗
の
質
問
、
量

的
両
か
ら
陸
奥
湾
に
影
響
さ
れ
ま
す
し
、

戸画、

戸町、

同
時
に
陸
奥
湾
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
試
験
研
究
を
中
心
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

O
陸

奥
湾

の
環
境
収
容
力
を
評
価
す

る
研
究

成
育
の
良
い
、
良
質
な
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
生

産
す
る
た
め
に
は
、
陸
奥
湾
の
環
境
収
容

力
に
見
合
っ
た
数
量
の
養
殖
を
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
海
域
別
生
産
性
を

明
ら
か
に
す
る
研
究
を
行
い
ま
す
。

(
小
倉
総
括
主
任
研
究
員
他
)

O
増
養
殖
周
種
苗
の
安
定
確
保
を
は

か
る
調
査
、
試
験
、
お
よ
び
、
種

苗
の
生
理
的
活
力
を
判
定
す
る
た

め
の
研
究

天
然
採
苗
予
報
の
早
期
、
迅
速
他
を
は

か
り
ま
す
。

ま
た
、
確
実
に
健
苗
を
得
る
た
め
の
稚

貝
の
適
正
育
成
管
理
法
を
一

一層
追
及
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
健
康

度
(
生
理
的
活
力
)
を
判
定
す
る
指
標

の
検
索
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

(
佐
藤
技
師
他
)

O
実
証
養
殖
に
よ
る
適
正
管
理
法
の

体
系
化
試
験
、
調
査

当
所
の
実
証
実
験
漁
場
に
お
い
て
、

基

本
型
に
よ
る
養
殖
等
を
お
と
な
っ
て
、

陸
奥
湾
に
適
し
た
養
殖
管
理
の
体
系
他



を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
養
殖
実
態
調

査
に
よ
っ
て
養
殖
成
績
の
推
移
を
把
握

し
ま
す
。
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(
榊
技
師
他
)

O
外
海
域
に
お
け
る
生
産
増
強
を
め

ざ
す
試
験
、
お
よ
び
、
地
ま
き
増

殖
の
実
態
調
査

外
海
域
に
お
い
て
放
流
用
種
苗
の
確
保

を
は
か
る
た
め
の
中
間
育
成
試
験
と
、

陸
奥
湾
に
お
け
る
地
ま
き
培
殖
成
果
の

評
価
を
お
こ
な
い
ま
す
。

(
兜
森

技
師
他
)

3 ac泊~d(三回《主同省言同建知建知《言回妥主回妥喜岡告知需主回《言回

横
山

勝
幸

部
長

本
年
度
は
昨
年
度
と
同
じ
ス
タ
ッ

フ
で

次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

一
、
地
域
特
産
穫
増
殖
技
術
開
発

事
業
(
ホ
ッ
キ
ガ
イ
)

昨
年
度
か
ら
始
め
た

「
ホ
ッ
キ
ガ
イ
種

苗
生
産
試
験
」
を
引
き
継
い
で
、
新
ら
た

に
今
年
度
か
ら
六
十
七
年
度
ま
で
の
五
ヶ

年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
目
的
は
同

じ
(
第
四
十
号
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
し

た
)
で
す
が
、
試
験
規
模
の
拡
大
と
筏
術

戸圃『

戸園、

開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

(須
川
総
括
主
任
研
究
員
他
)

二
、
ナ
マ
コ
増
殖
試
験

人
工
及
び
天
然
採
苗
試
験
を
行
う
と
共

に
、
ナ
マ
コ
資
源
を
増
や
す
た
め
の
調
査

研
究
を
行
い
ま
す
。

(
姥
名
技
師
他
)

三
、
重
要
貝
類
増
殖
試
験

放
流
ア
ワ
ビ
の
追
跡
調
査
な
ど
、
ア
ワ

ビ
資
源
を
培
や
す
た
め
の
調
査
研
究
を
行

い
ま

す

。

(

柳

谷

技

師

他

)

四
、
ア
カ
ガ
イ
保
護
水
面
管
理
事

業
調
査

む
つ
市

・
芦
崎
湾
の
ア
カ
ガ
イ
保
護
水

面
を
使
っ
て
、
母
貝
資
源
造
成
の
た
め
の

調
査
研
究
を
行
い
ま
す
。

(
柳
谷
技
師

・
鹿
内
技
能
技
師
他
)

玉
、
ア
ク
ア
ト
ロ
ン
施
設
運
営

温
海
水
や
伶
海
水
宇佐
作
る
ア
ク
ア
ト
ロ

ン
(
海
水
温
度
制
御
)
施
設
の
管
理
運
営

を
行
い
ま
す
。

(
荒
田
主
査

・
圏
内
技
能
技
師
他
)

六
、
餌
料
培
養

ホ
ッ
キ
ガ
イ
や
ナ
マ
コ
の
人
工
採
苗
に

必
要
な
餌
(
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
)
の
生

産
と
、
種
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

(
姥
名
技
師

・
川
村
技
能
技
師
他
)

七
、
海
産
生
物
放
射
能
影
響
評
価

調
査

貝
類
部
で
は
潮
間
帝
生
物
調
査
と
貝
類

生
態
調
査
等
を
分
担
し
ま
す
。

(
横
山
部
長

・
川
村
技
能
技
師
他
)

部
長

小
田
切
譲

人
事
異
動
で
部
の
メ
ン
バ
ー
が
変
り
ま

し
た
。
能
登
谷
研
究
管
理
員
が
東
京
水
産

大
学
助
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
増
殖
セ

ン
タ
ー
内
部
の
配
置
換
に
よ
り
、
木
村
総

括
主
任
研
究
員
が
漁
場
部
か
ら
新
た
に
加

わ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。今日
健
康
食
プ
l
ム
の
中
で
日
本
古
来

か
ら
食
用
と
さ
れ
て
い
た
海
漢
の
価
値
が

再
認
識
さ
れ、

乙
れ
が
需
要
の
高
ま
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
高
級
魚
貝
類
の
ア
ワ
ビ
、
ワ

ニ
、
サ
ザ
エ
等
の
餌
斜
と
し
て
海
藻
類
の

増
養
殖
手
法
の
開
発
が
、

一
一
層
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
乙
れ
ら
の

諸
情
勢
の
中
で
、
新
規
事
業
が
一
つ
加
わ

り
、
今
年
度
は
次
の
試
験
研
究
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

て
ウ
ニ
栽
培
漁
業
化
試
験

新
規
事
業
な
の
で
別
項
で
詳
し
く
説
明

戸画、

戸画、

し
ま
す
。

(木
村
総
括
主
任
研
究
員
)

(植
村
主
任
研
究
員
他
)

二
、
優
良
海
藻
作
出
研
究

県
内
に
分
布
す
る
コ
ン
ブ
目
藻
類
を
対

象
に
温
度
耐
性
、
成
長
等
の
叫
眠
れ
た
品
種

を
、
選
抜
育
種
交
配
及
び
、
ハ
イ
テ
ク
技

術
に
よ
る
大
量
箔
養
法
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

(
小
田
切
部
長
他
)

=
一
、
エ
ゴ
ノ
リ
増
養
殖
試
験

天
然
の
尽
藻
よ
り
人
工
採
苗
し
、
神
出

し
種
苗
の
養
成
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す。

(
桐
原
技
師
他
)

四
、
モ
ズ
ク
増
養
殖
試
験

イ
シ
モ
ズ
ク
の
天
然
採
箇
の
時
期
や
付

着
基
質
の
違
い
に
よ
る
生
長
、
収
監
を
調

べ
、
適
正
な
増
養
殖
手
法
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

(
木
村
総
括
主
任
研
究
員
他
)

五
、
地
先
型
増
殖
場
造
成
事
業

ワ
ニ
の
生
息
場
及
び
餌
場
の
増
殖
場
の

適
地
の
選
定
、
造
成
場
の
構
造
、
規
模
と

造
成
後
の
管
理
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す。

(小
田
切
部
長
他
)

六
、
放
流
漁
場
高
度
利
用
技
術
開

発
事
業

ア
ワ
ビ
の
放
流
手
法
、
育
成
管
理
技
術

に
つ
い
て
改
善
を
図
る
と
共
に
、
漁
獲
方

法
を
検
討
し
、
効
率
的
な
ア
ワ
ビ
栽
矯
漁

業
の
定
着
を
推
進
し
ま
す
。

七
、
電
源
立
地
地
域
温
排
水
対
策

事
業
調
査

有
用
海
藻
類
の
養
成
試
験
宇
佐
行
な
い
、

当
該
地
域
に
お
け
る
養
殖
適
性
を
調
べ
ま

す。

(桐
原
技
師
他
)

八
、
海
産
生
物
放
射
能
影
響
評
価

調
査
(
ウ
ニ
捕
食
量
試
験
)

キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ク
ニ
の
年
令
、
季
節
、

水
温
等
の
違
い
に
よ
る
捕
食
震
の
差
異
と

各
個
体
聞
の
バ
ラ
ツ
キ
を
調
べ
ま
す
。

(植
村
主
任
研
究
員
他
)

部
長

高
橋

克
成

四
月
の
人
事
異
動
で
新
た
な
陣
容
と
な

り
ま
し
た
。
水
産
試
験
場
へ
転
出
さ
れ
た

田
村
前
部
長
に
代
り
、
私
(
前
任
地
県
栽

培
漁
業
公
社
)
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
青
田
技
師
が
む
つ
地
方
水
産
業
改

良
普
及
所
に
転
出
し
、
水
産
試
験
場
か
ら

中
田
凱
久
主
任
研
究
員
が
着
任
い
た
し
ま
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し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
魚
類
部
で
は
、
沿
岸
漁
業
の
発
展

に
は
欠
か
せ
な
い
魚
類

・
用
穀
類
の
栽
括

漁
業
佑
あ
る
い
は
増
殖
を
図
る
た
め
の
試

験
研
究
を
受
持

っ
て
お
り
ま
す
。
魚
類
部

で
扱
う
魚
種
を
軽
重
を
間
わ
ず
網
羅
す
る

と
、
ヒ
ラ
メ
、
マ
ダ
ラ
、
ク
ロ
ソ
イ
、
ト

ゲ
ク
リ
ガ
一一
、
ヒ
ラ
ツ
メ
ガ
一
一
、
尾
較
ニ

シ
ン
、
大
西
洋
サ
ケ
、
パ
パ
ガ
レ
ィ
、
そ

れ
に
種
々
の
餌
創
生
物
と
多
彩
で
す
。

今
年
度
の
事
業
を
次
に
紹
介
い
た
し
ま

す。
一
、
ヒ
ラ
メ
種
苗
生
産
試
験

間
和
六
五
年
か
ら

(
社
)
青
森
県
栽
倍

漁
業
振
興
協
会
の
下
で
開
始
さ
れ
る
大
規

模
な
種
苗
生
産
を
目
前
に
ひ
か
え
、
ヒ
ラ

メ
種
苗
生
産
の
検
証
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
、

省
力
伯
の
た
め
の
技
術
改
善
等
を
実
施
し

ま
す
。

ま
た
関
連
す
る
他
の
事
業
と
歩
調
を
合

わ
せ
、
放
流
技
術
開
発
に
つ
い
て
の
調
査
、

指
導
、
種
苗
捉
供
を
実
施
し
ま
す
。

(
福
田
技
術
技
師
ほ
か
)

二
、
ク
口
ソ
イ
種
苗
生
産
試
験

新
規
事
業
で
す
の
で
、
次
の
欄
で
詳
し

く
紹
介
い
た
し
ま
す
。
(
中
田
健
一
技
師
ほ
か
)

三
、
マ
ダ
ラ
増
殖
試
験

陸
奥
湾
に
お
け
る
マ
ダ
ラ
仔

・
稚

・
幼

魚
の
生
態
及
び
親
魚
の
回
帰
状
況
を
把
握

青森県水産増殖センターだより第44号

し
、
増
殖
方
法
、
資
源
管
理
方
法
務
}
検
討

し
ま
す
。
一方
親
魚
か
ら
採
卵
し
て
、
種
苗
生
産

技
術
の
開
発
を
行
い
ま
す
。

(
塩
垣
主
任
研
究
員
ほ
か
)

四
、
ト
ゲ
ク
リ
ガ
二
増
殖
試
験

春
の
桜
の
時
期
に
は
人
気
の
あ
る
カ
ニ

で
す
が
、
陸
奥
湾
で
の
生
態
す
ら
不
明
な

点
が
多
い
カ
ニ
で
す
。
浮
遊
幼
生
の
採
集
、

天
然
採
苗
を
通
し
た
生
態
調
査
と
漁
獲
調

査
に
よ
る
成
依
調
査
か
ら
増
箔
手
段
の
方

策
を
検
討
し
ま
す
。

(
中
田
凱
久
主
任
研
究
員
ほ
か
)

五
、
低
温
性
餌
料
開
発
試
験

マ
ダ
ラ
や
マ
コ
ガ
レ
イ
の
よ
う
に
冬
期

聞
に
産
卵
す
る
魚
の
種
苗
生
産
に
必
要
な

低
温
で
増
殖
し
、
か
つ
栄
養
価
の
高
い
餌

粉
を
見
つ
け
、
増
殖
方
法
を
開
発
す
る
事

業
で
す
。
本
年
度
は
コ
ペ
ポ
l
ダ
類
(
動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

一
種
)
に
焦
点
を
合

わ
せ
、
適
種
の
探
索
と
増
殖
方
法
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

(
塩
垣
主
任
研
究
員
ほ
か
)

〆圃崎、

〆国民

@
@
e
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ウ

一
栽
培
漁
業
化
試
験

小
田
切

譲

海
草
部
長

一
般
的
に
ワ
ニ
と
総
称
さ
れ
て
い
る
な

か
に
は
、
い
く
つ
か
の
種
類
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
県
内
に
は
産
業
的
に
有
用
種
と

さ
れ
て
い
る
寒
海
性
の
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ

ニ
、
エ
ゾ
パ
フ
ン
ワ
一
一
、
暖
海
性
の
ム
ラ

サ
キ
ケ
一
一
、
ア
カ
ワ

一一
、
パ
フ
ン
ワ
ニ
の

五
種
全
て
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
量
的
に
は
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ク
ニ

が
巌
も
多
く
九

O
%を
占
め
、
残
り
の
一

の

%
が
エ
ゾ
パ
フ
ン
ワ
ニ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
森
県
の
ケ
ニ
の
総
漁
獲
量
は

一
五

0

0
ト
ン
前
後
で
あ
り
、
最
近
の
三
ヶ
年
に

つ
い
て
表
1
に
一部
し
ま
し
た
よ
う
に
、
全

国
で
も
上
位
の
四

t
六
位
を
占
め
有
数
の

ワ
ニ
生
産
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ワ
ニ
の
生
態
に
つ

い
て
表
2
に
概
略
し
ま
し
た
が
、
特
徴
的

な
乙
と
は
生
息
範
囲
が
広
い
こ
と
で
す
。

即
ち
、
潮
間
帯
以
深
か
ら
海
藻
の
殆
ど
は

え
て
い
な
い
深
い
海
域
に
も
生
息
し
、
県

内
で
は
水
探
六
九

m
か
ら
の
採
集
例
が
あ

り
ま
す
。
乙
の
よ
う
な
深
場
に
住
む
ク
ニ

は
餌
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
、
身
入
り

が
極
め
て
悪
く
商
品
と
は
な
ら
な
い
も
の

で
す
(
空
ク
ニ
と
称
さ
れ
る
)
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に
身
入
り
の
惑

い
空
ワ
こ
で
も
成
熟
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

産
卵
し
再
生
産
に
一
部
寄
与
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
乙
れ

ら
の
空
ワ
ニ
は
移
殖
用
と
し
て
利

用
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
な
ワ
ニ
漁
場
は
、
餌
斜

海
藻
の
多
い
水
深
一
五

m以
浅
の

海
域
で
す
。
漁
期
終
了
と
同
時
に

空
ワ
ニ
の
移
殖
が
行
わ
れ
次
の
年

全国ウニ漁獲量県別順位

単位 トン

附和制年 59 年 58 年

l 北海道 10，凹4 1 北海道 10，017 1 北海道 111，589 

2. j{崎孔お4 2 長崎 3，720 2 長崎 3，71υ

3 同峨 1，920 3.芭岐 2，075 3 宮;域 Z品4

4 青森1.5国 4 福!岨 1，泊o ".岩手 2，014

5 岩手 1，357 5 山口 1，170 5 青磁1.479

6. Illi児島 700 6 育政1.122 6 山口 954 

7. ].[1 口 679 7 鹿児品 出() 7 愛媛 %0 

8.愛媛 598 8 愛媛 785 包 鹿児島 753 

9. ';可崎 3幽 9.岩 手 担3 9 福岡 362 

10.悩岡 309 10.佐賀 岨6 10 佐賀 330 

令凶 ~ ， 745 お，962I 25，254 

* 農林統計資料

表l

戸画、

~ 

の
漁
に
備
え
る
の
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
移
殖
の
一
般
的
な
例
の
よ
う
で
す
。

一
方
、
ヮ
ニ
の
稚
仔
の
発
生
量
は
年
毎

に
変
動
が
大
き
く
、
霞
近
で
は
昭
和
五
八

年
発
生
群
が
大
量
に
生
残
り
、
マ
コ
ン
ブ

が
食
害
さ
れ
、
津
軽
海
峡
地
区
の
マ
コ
ン

ブ
の
漁
獲
は
、
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た

(六

O
年
、
六
一
年
)
。

ワ
ニ
の
食
欲
は
極
め
て
旺
盛
な
た
め
に

餌
に
な
る
海
換
の
量
と
ワ
ニ
の
生
息
量
の

バ
ラ
ン
ス
が

一
度
く
ず
れ
る
と
、
海
藻
が

充
分
に
生
長
し
き
ら
な
い
若
い
芽
の
段
階

で
食
い
尽
く
さ
れ
る
た
め
に
、
海
藻
の
量

は
益
々
減
少
し
、
遂
に
は
海
藻
の
全
く
は

え
な
い
磯
焼
け
状
態
に
お
ち
い
る
と
と
に

な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
ク
ニ
の
身
入
り
を
充
分
に
良

く
す
る
た
め
に
は
、
海
藻
の
量
が
充
分
に

あ
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
う
で
な
い
場
合

に
は
海
藻
の
量
に
見
合
っ
た
ワ
ニ
の
分
布

量
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ン

ブ
産
地
と
な
る
津
軽
海
峡
、
太
平
洋
に
は

コ
ン
ブ
の
群
落
、
コ
ン
ブ
場
が
あ
り
、
日

本
海
に
は
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
場
で
代
表
さ
れ
る

藻
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
海
域
に

よ
っ
て
海
藻
の
屋
の
ほ
か
に
、
種
類
の
遣

い
も
あ
り
ま
す
。
ク
ニ
の
成
長
や
身
入
り

に
は
、
乙
れ
ら
海
藻
の
種
類
の
違
い
に
よ
っ

て
差
が
生
じ
る
乙
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
始
ま
る
ワ
ニ
栽
活
漁
業
他
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戸、¥

戸園、

キタムラサキウニの生態

1 
2 

っているのが注目される。
3 底生活期
(1) 稚仔期

(2) 幼休期

(3) 成体期

6 

飼育例で

表2

表3

65 

1I 8 
0 重点的に事業を実施

ウニ移般事業実証化試験(海区別試験、日本海鯵ケ沢町、津軽海峡佐井村、太平洋階上町)
実験海威におけるウニ放流追跡調査(モデ〉レ実験海域)
餌料海藻別ウニの利用率並びに同化効率試験(モテー/レ実験海域及び室内実験)

(1) 
(2) 

(3) 

試
験
で
は
、
ワ

ニ
に

よ
る
コ
ン
ブ
の
食
害

を
防
ぐ
と
共
に
、
ワ

ニ
資
源
を
有
効
に
利

用
す
る
た
め
に
、
ケ

ニ
移
殖
技
術
マ
ニ
ュ

ア
ル
づ
く
り
を
目
指

し
て
表

3
に
一
示
す
年

次
計
画
で
調
査
を
行

い
ま
す
。

調
査
の
内
容
は
、

漁
業
協
同
組
合
が
事

業
主
体
と
し
て
実
施

し
て
い
る
ワ
ニ
移
殖

事
業
に
つ
い
て
事
例

解
析
を
行
う
(
一
)

ワ
ニ
移
殖
事
業
実
証

佑
試
験
、
モ
デ
ル
実

験
海
域
に
標
識
ワ
ニ

宇
佐
放
流
し
、
移
動
、

生
残
、
成
長
等
を
調

べ
る
(
二
)
ワ
ニ
放

流
追
跡
調
査
、
水
産

増
殖
セ
ン
タ
ー
内
で

の
飼
育
試
験
に
よ
る

(
二
一
)
餌
籾
海
藻
別

ワ
ニ
の
利
用
率
並
び

に
同
佑
効
率
試
験
を

行
い
ま
す
。

戸画、

戸崎、、

ク
ロ
ソ
イ
種
苗
生
産
試
験

ヒ
ラ
メ
に
つ
づ
き
栽
箔
漁
業
化
を
め
ざ

す
魚
種
と
し
て
、
ク
ロ
ソ
イ
に
白
羽
の
矢

が
当
り
、

今
年
か
ら
三
年
閣
の
本
試
験
を

開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
目
標
は

本
県
に
合
っ
た
種
苗
生
産
方
法
(
マ
ニ
ュ

ア
ル
)
を
確
立
し
、
本
県
に
お
け
る
ク
ロ

ソ
イ
栽
培
漁
業
の
展
開
を
よ
り
確
か
な
も

の
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
ク
ロ
ソ
イ
の
話
か
ら
始
め
て
、

本
試
験
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

O

ク

ロ

ソ

イ

に

つ

い

て

本
種
は
フ
サ
カ
サ
ゴ
制
メ
バ
ル
属
の
魚

で
主
に
北
日
本
の
沿
岸
に
見
ら
れ
、
岩
礁

クロソイ

ソイ類の漁獲量 (全県)表

魚
類
部
長

吉
岡

橋

成

克

域
の
根
付
魚
を
代
表
す
る
も
の
で
す
。
本

県
で
は
ソ
ィ
、
ク
ロ
ゾ
ィ
、
ナ
ガ
ラ
、
ナ

ガ
ラ
ゾ
イ
な
ど
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

五
t
六
月
に
親
の
体
内
で
ふ
佑
し
た
五

t
六
四
の
仔
魚
が
産
出
さ
れ

(卵
胎
生
)、

浮
遊
生
活
の
後
、
流
れ
藻
の
下
で
集
団
を

つ
く
り
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。
好
適
な
岩

礁
域
に
到
達
す
る
と
、
約
三

回
以
上
の
稚

魚
か
ら
順
次
底
層
生
活
に
移
行
し
て
ゆ
き

ま
す
。
成
長
す
る
に
従
い
生
用
域
を
深
い

方
に
移
し
、
成
魚

(
雌
で
三
年
魚
以
上
、

雄
で
二
年
魚
以
上
)
で
は
水
深
一二

O
t

一

O
O
mの
岩
礁
域
で
生
活
し
ま
す
。
陸
奥

年 漁獲量 漁獲金額 ~i 価

51 249トン 111百万円 446円/kg

52 192 118 618 

53 221 129 国2

54 165 118 712 

55 187 122 650 

56 197 131 668 

57 177 135 764 

58 147 119 舶 7

59 161 123 768 

60 145 127 拙 2

61 130 119 924 

注)ウスメノリレを除く



6 

湾
で
は
二
年
で
二

O
畑
、
五
年
で
三一

m

に
成
長
し
ま
す
。

O

本
試
験
を
始
め
る
背
景

背
景
や
必
要
性
に
つ
い
て
要
約
す
る
と

次
の
と
お
り
で
す
。

①
ソ
イ
類
の
漁
獲
量
が
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
。
表
ー
に
示
し
た
よ
う
に
、
昭
和

五
一
年
の
二
四
九
ト
ン
か
ら
六
一
年
の

一

三
0
ト
ン
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
ソ
イ
類

の
お
よ
そ
八

O
%が
ク
ロ
ソ
イ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
畳
近
の
ク
ロ
ソ
イ
の
漁
獲
量

は
お
よ
そ

λ
む

ト
ン
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
海
域
別
に
み
る
と
、
日
本
海

域
は
減
少
せ
ず
、

五
九
年
か
ら
は
む
し
ろ

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

②
日
本
海
域
で
は
種
苗
放
流
効
果
が
認

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
乙
と
。
本
県
で
は
(
社
)

日
本
栽
培
漁
業
協
会
宮
古
事
業
場
か
ら
三

出~民~民~回~再三b 民岳民三回争民主b民$l$$出~青森県水産増殖センタ ーだより第44号

白

漁
野

辺

深

浦

大

戸
脇

野

鯵

ケ

風

合
下

前

ス

断

:1 

漁
究

中間]育成・放流実施団体

地

クロソイの種苗放流実績

~! 

書色

漁
沢

瀬沢

r鞄 1肯
漁

政 I百i足数|サイ

表2

回
程
の
稚
魚
の
分
譲
を
受
け
て
、
昭
和
五

七
年
か
ら
中
間
育
成
を
経
た
種
苗
の
放
流

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
実
績
を
表

2
に
一
示
し
ま
し
た
。
年
々
参
加
国
俸
が
増

え
、
放
流
尾
数
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
脇
野
沢
村
の
よ
う
に
自
ら
種
苗
生

産
す
る
団
保
も
出
て
き
ま
し
た
。

放
流
効
果
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
資
斜
不

定
で
す
が
、
日
本
海
域
の
大
戸
瀬
や
鯵
沢

で
は
漁
獲
量
が
増
え
、
先
に
述
べ
た
ソ
イ

の
漁
獲
量
増
と
合
わ
せ
て
、
放
流
効
果
が

あ
ら
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

命
Y
A
「
後
の
安
定
的
な
種
苗
の
供
給
に
は
、

本
県
狙
自
の
種
苗
生
産
技
術
の
確
立
が
欠

か
せ
な
い
こ
と
。
ク
ロ
ソ
イ
種
苗
の
ニ
ー

ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
宮
古
事
業
場

で
の
種
苗
生
産
歩
留
は
変
動
が
大
き
く
、

ま
た
将
来
に
わ
た
り
必
要
量
を
依
存
す
る

!協協 h品村協 I品協会

o f'， 0 n 

9.7-12.0 0 0 0 0 C 0 

40，9701 8.1-12.7 0 000  

18，1481 9.9ー10.5'0 0 

10.6 0 

I.9ー12.8

じ空
14，000 I 

52.548 I 

37，100 

タド

58 

59 

60 

57 

61 

戸園、

，-、、

(JIO Cο00  

lーよ

ζ
と
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

O

本
試
験
の
概
要

本
県
の
環
境
や
特
性
に
合
っ
た
種
苗
生

産
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
た
め
、
次
の
三
部

門
に
つ
い
て
技
術
の
開
発
、
改
善
、
検
討

を
進
め
ま
す
。

①
健
康
で
丈
夫
な
仔
魚
を
得
る
た
め
の

親
魚
養
成
に
つ
い
て
。
種
苗
生
産
は
ま
ず

親
づ
く
り
か
ら
で
す
。
特
に
ク
ロ
ソ
イ
は

仔
魚
で
産
み
だ
さ
れ
る
の
で
、
仔
魚
の
質

に
親
魚
の
健
康
状
態
が
敏
感
に
作
用
し
ま

す
。@

仔
魚

・
稚
魚
に
与
え
る
餌
に
つ
い
て
。

こ
れ
は
種
苗
生
産
の
鍵
を
に
ぎ
る
重
要
な

課
題
で
す
。
仔
魚
が
成
長
す
る
に
従
い
、

与
え
る
餌
の
種
類
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

乙
れ
を
餌
斜
系
列
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ヒ

ラ
メ
の
例
で
は
シ
オ
ミ
ズ
ツ
ボ
ワ
ム
シ
↓

ア
ル
テ
ミ
ア
幼
生
↓
配
合
飼
制
と
な
り
、

単
純
な
餌
斜
系
列
で
好
成
績
を
あ
げ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ク
ロ
ソ
イ
で
は
開
発
途

上
に
あ
り
、
き
わ
め
て
多
種
類
の
餌
で
対

応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
を
よ

り
単
純
佑
し
、
か
つ
好
成
績
を
あ
げ
る
ζ

と
を
目
棋
に
し
ま
す
。

①
水
質
管
理
方
法
に
つ
い
て
。
こ
れ
は

餌
の
種
類
に
も
関
係
し
て
い
て
、
こ
の
改

善
は
大
量
生
産
時
の
鍵
に
な
り
ま
す
。

以
上
の
課
題
仁
成
果
を
得
る
べ
く

一
歩

一

歩
前
進
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。戸『、

昭和63年度水産増殖センター職員配置
〆園、

室 長一一一一秋元邦治主査 ・工藤昭彦主事 ・和田幸市技能技師

剛) 盛 善道技能技師 ・木村幸子技能主事γ日
漁場部長一一一中谷肇総括主任研究員 ・三津谷正主任研究員

(林義孝) 今井美代子技師 ・山中宗佑技師 ・中村靖人技師

総括研究管理員一一一一小倉大二 郎総括主任研究員 ・兜森良則技師

(ほたて貝部長) 佐藤恭成授師 ・榊 昌文技師

(青山積夫)

貝類部長一一一須川人志総括主任研究員 ・荒田茂主査

(横山勝幸〉 柳谷 智技師 ・蝦名政仁技師 ・圏内満春技能技師

川村要技能授師

総括研究管理員一一一塩垣優主任研究員 ・中田凱久主任研究員

(魚類部長) 中国健一筏師 ・福田慎作技能技師 ・五十嵐照明技

(高橋克成) 能技師

康主任研究員

り一一一 浜田勝雄船長 ・白取竹次郎機関長 ・後藤田蔵一等

航海士 ・本間直吉甲板長 ・長葎司機関員

海草部長 木村大総括主任研究員 ・積村

(小田切譲二〕 桐原慎二技師
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